
インクルーシブ社会を目指して
院長　森川 将行

こころの県民公開講座 開催案内
「女性が働きやすい医療機関」に 
認証されました！
地域連携Chirenニュース

各部門からのごあいさつ

新年度のごあいさつ

よろしくお願い申し上げます！
新たな職員も加わり、いっそう充実した医療を提供してまいります。

広 報 紙

2025年発行

vol.

72

県民の皆さんのより良いこころの健康をめざし、精神科疾患があっても

地域で安心して暮らせるよう、医療サービスを提供していきます。

三重県立こころの

医療センターのビジョン



新年度のごあいさつ

　
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約（
略
称：障

害
者
権
利
条
約
）、C

onvention on the 
Rights of Persons w

ith D
isabilities

（
以
下
、「
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｄ
」）は
、“N

othing 
A

bout U
s W

ithout U
s”

（
私
た
ち
の

こ
と
を
、私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い
で
）と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

平
成
18
年
12
月
、
国
際
連
合（
以
下
、
国
連
）

総
会
本
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
、
平
成
19
年
９
月
に
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｄ

に
署
名
し
て
国
内
法
の
整
備
を
開
始
し
、
平

成
26
年
１
月
20
日
に
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｄ
を
締
結
し
ま

し
た
。
令
和
６
年
10
月
26
日
時
点
で
、
こ
れ

ま
で
１
９
１
の
国
・
地
域
が
批
准
し
１
６
４

の
国
・
地
域
が
署
名
し
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
障
害
を
従
来
の
医
学
モ

デ
ル（
心
身
の
障
害
の
た
め
に
社
会
生
活
上

で
制
限
を
受
け
る
）で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

障
害
は
社
会
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
社
会
モ
デ
ル
を
超
え
て
、
障
害
の
有
無

に
関
係
な
く
一
人
一
人
の
個
人
が
大
切
に
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
人
権
モ
デ
ル
に
よ

っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
障
害
を
も
つ
人
が
病
院
や
施

設
な
ど
で
分
離
さ
れ
て
過
ご
す
の
で
は
な

く
、
障
害
に
関
係
な
く
自
分
の
意
思
で
自
分

の
住
み
た
い
と
こ
ろ
に
自
由
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ（
包
摂
・
包
括
）

社
会
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害
を
も

つ
人
を
分
け
て
対
応
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

日
本
の
対
応
に
改
善
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
社
会
を
目
指
し
た
様
々
な
取
り
組
み

を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
と

し
て
病
院
の
祭
り
で
あ
る「
こ
こ
ろ
し
っ
と

こ
祭
」が
あ
り
ま
す
。長
ら
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
中
止
も
し
く
は
縮

小
し
て
院
内
に
限
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
、
久
し
ぶ
り
に
地
域
の
方
々
を
招
い
て

令
和
６
年
11
月
９
日
に
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
や
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
な
ど
の
屋
台
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
射

的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
健
康
に
関
す
る
講
演
会

や
啓
発
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
て
、
南
が
丘
中
学

校
、
南
郊
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
エ
イ
サ
ー
踊
り
、

複
数
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
の
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
総
踊
り
の
際
に
は
ス
タ
ッ
フ
、
入
院
通

院
患
者
も
加
わ
り
、
ま
さ
に
地
域
の
方
々
と

一
体
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
光
景
が
ま
さ
に

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
、
誰
も
が
取
り
残
さ

れ
な
い
社
会
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
開
か
れ
た
精
神
科
病

院
を
目
指
し
て
、
職
員
一
同
努
力
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
当
院
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

インクルーシブ社会を目指して
院 長　森 川 将 行



各部門からのごあいさつ

　
三
重
県
立
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ

ー
か
ら
８
年
ぶ
り
に
戻
り
再
び
勤
務

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
ま

す
。
近
年
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題

を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
を

身
近
で
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
精
神
科
医
療
機
関
に
通

院
す
る
人
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
県
民
の
皆

様
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

参
事　

楠
本 

み
ち
る

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
様
々

な
希
望
を
胸
に
新
し
い
生
活
に
入
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
生
に
は
思
い

が
け
な
い
困
難
に
遭
遇
す
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、「
柔

ら
か
さ（
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）は
生

で
あ
る
」と
老
子
は
残
し
て
い
ま
す

が
、
硬
直
的
思
考
に
陥
ら
ず
、
生
き

生
き
と
、こ
こ
ろ
も
体
も
柔
ら
か
く
、

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
と
れ
る
よ

う
に
地
道
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

副
院
長　

中
瀬 

玲
子

　
当
院
で
は
、
地
域
の
方
々
の
精
神

の
病
気
に
対
し
、
医
師
や
看
護
師
、

心
理
士
、
作
業
療
法
士
、
社
会
福
祉

士
な
ど
多
職
種
が
密
に
連
携
し
、
迅

速
か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
思
春
期
青
年
期
の
病
や
、

新
た
な
依
存
症
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
治
療
の
場
だ
け
で
な
く
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、生
活
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
、

個
々
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

芳
野 

浩
樹

副
院
長
兼

地
域
生
活
支
援
部
長

　
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
看

護
部
で
は「
家
族
支
援
の
充
実
」、

「
精
神
科
認
定
看
護
師
に
よ
る
看
護

相
談
の
体
制
強
化
」を
図
り
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
支
援
と
質
の
高
い
ケ

ア
を
提
供
で
き
る
よ
う
人
材
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
と

ご
家
族
、
関
係
す
る
機
関
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る
看
護
を
目
指
し
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
、
気
持
ち
を
新
た
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
部
長　

吉
田 

博
樹

診療部の
新しい医師です

山尾 優護
令和６年10月から

藤田 到
令和６年10月から

永野 皓子
令和７年４月から

楠本 みちる
令和７年４月から

新しい仲間が 加わりました



　本講演会では、心に深い傷を負った若者たちに対する支援のあり方を考えます。
　トラウマ体験や過量服薬、リストカットなどの問題に直面する若者への対応事例
や支援体制の構築について、現場の取り組みを交えて紹介し、共に支える社会の可
能性を探ります。

定員
150名

新緑が映え、夏の気配を感じる季節になって
きました。皆さんいかがお過ごしでしょうか。

早いもので、私が広報委員として携わらせていただき１年が経過し
ました。これからも皆さんに楽しんでいただける広報紙づくりを目
指していきたいと思います。なお、当院の広報紙は、ホームペー
ジからもご覧いただけます。過去にも当院ならではの色々なテーマ
を取り上げていますので、ご興味のある方は、ぜひホームページ
からチェックしてみてください。

診察室１ 診察室２ 診察室３ 診察室４ 診察室５ 診察室６ 診察室７ 診察室10 診察室11 診察室12

月 初診 久納 山尾 濵本 楠本 坂本 山城 藤田

火 初診 森川 芳野 中瀬 吉見 小畑 藪 （もの忘れ）
吉丸 脳神経内科

水 初診 佐野 乾 楠本 小畑 山城 （もの忘れ）
吉丸 脳神経内科

木 初診 森川 乾 AM 外部医師 久納 金井 山本 三輪 PM 中島

金 初診 AM 森川（もの忘れ） 芳野 永野 佐野 吉見 藪 （もの忘れ）
小川 脳神経内科

※令和7年4月1日現在

※休診日／土・日曜・祝祭日及び年末年始
初診外来は、予約制です。ご予約先：初診外来予約専用電話 059-253-3120（9：00〜13：00）外来担当医

広報委員会／総務課 長谷川

編 集 後 記

＼ 今年度もどうぞよろしくお願いします ／

⃝関係機関との連携 　⃝受診・入院の受け入れ相談
⃝他科受診調整　　　 ⃝広報活動（こころしっとこセミナー、他）
⃝診療情報提供書の管理

令和６年度 実績
⃝新規患者数………………………841名
⃝新規紹介患者数…………………583名
⃝紹介率……………………………69％
⃝紹介元医療機関数………………248機関
⃝紹介元件数………………………665件
⃝紹介先件数………………………647件

⃝関係機関訪問件数………………244件

令和7年度 こころの県民公開講座
“心に傷を負った若者たちへの支援 ”

三重県勤労者福祉会館 ６階講堂場 所

森川将行院長、芳野浩樹副院長、他講 師

※詳細は後日HPにて公表します。ご確認ください。

日 時 令和7年7月5日土 午前9時30分～11時30分（受付：午前9時～）

ちれんの主な業務内容

地域連携
すべては患者さんの最良の医療の継続のために―連携

Chirenちれん

女性が働きやすい医療機関に

認証されました！
　令和７年３月18日、当院は三重県より「女性が働きやすい医療機関」と
して認証を受けました。
　今後も女性職員に限らず、全ての職員にとって働きやすい職場となり、
ひいては患者の皆様によりよい医療サービスが提供できるよう、職場環境
の改善により一層積極的に取り組んでまいります。

三重県の服部副知事（右）より認証書
を交付していただきました。

参加費
無料

手話通訳
あり

申し込み
先着順

三重県立こころの医療センター
〒514-0818 三重県津市城山1丁目12－１
TEL 059-235-2125  FAX 059-235-2135
URL https://www.pref.mie.lg.jp/KOKOROHP/HP/


